
2025年9月1日付で、日興アセットマネジメント株式会社から社名変更しました。

当資料は、アモーヴァ・アセットマネジメントが情報提供を目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘資料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を
与えるものではありません。なお、掲載されている見解および図表等は当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。投資信託
は、値動きのある資産（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。
投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。
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株式投資は、株主が「事業リスクを取る」ことで、他の人が働いてくれた成果を分配してもらえます。一方、

融資や債券投資は、最初に決められた期限にお金が返済され、年2回程度、決められた金利が支払われる約

束ですから、事業の成功も失敗も（倒産などを除けば）リターンにはあまり関係ありません。この特性の違い

から、投資の中心には株式を据えた方が良いことを知っておきましょう。

2025年9月1日

株式が値上がりする仕組みとは

株式は「儲かるほど・成長するほど分配が増える」

という画期的な仕組み

株式は、債券と違って金利の支払いの約束がなく、

初めから元本を返済しない前提になっています。なぜ、

こんなひどい（?）契約がまかり通るのでしょうか。

株式は、株式の発行会社（株式会社）が儲かれば儲か

るほど株主への配当を増やす（事業が成功しなければ

配当もしません）という画期的な仕組みだからです。

リスクが高い事業に投資するために、小口の資金を

多く集めることができ、経営者は目先の金利支払いに

ドキドキすることもありません。利益の一部を投資家

に配当として分配しますが、成長機会があれば分配せ

ずに次の投資に回すこともできます。経済を成長させ

るためにピッタリの仕組みです。投資家は、株価を動

かすような事業のリスクを取る代わりに、自分が経営

したり働かなくても、配当金や株価の値上がりによる

リターンが期待できるのです。

株式には「値上がりする仕組み」がある

配当は分かりやすいと思いますが、株価が値上がり

する（少なくとも前もってそう期待できる）のはなぜで

しょう？

実は、値上がりする仕組みがあるのです。株式会社

は、利益の一部を株主に配当として支払い、残った部

分（内部留保）を儲ける自信がある事業に投資（設備の

購入や従業員確保）します。つまり、株主にとって「将

来の利益と配当への期待」が高まるのです。内部留保

するからこそ、株価の値上がりが期待できるともいえ

そうです。それゆえ、株主は議決権（株主総会で経営に

関する重要事項の決議に賛成・反対の投票ができる権

利）を行使して、信頼できる経営者を選ぶことが大事

になります。

一般的な事業サイクル（下図）では、利益①が出ると、

一部を株主に配当②し、残りを内部留保③します。次

に③と追加資金④で、設備を購入して生産ラインを増

やしたり、倉庫を建てて在庫を増やしたり、従業員を増

やすなどして、自信がある事業⑤へ投資します。その

結果、売り上げ⑥が増え、コスト⑦を支払った後の利益

が、再び株主と将来の成長機会への投資に分配される

のです。

株主は、今の経営者の才覚で、将来の配当が増える

ことを期待し、目先の配当を減らしてでも内部留保す

ることを認めるのです。ですから、会社が設備などに

「投資する」ことと、投資家が株主になって「投資する」

ことは、同じ「投資」なのです。そのゆえ、株式投資は、

経営者の才覚によるリターンを得るチャンスといえる

のです。
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※資本市場についての考え方の一例を示したものであり、イメージです。
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